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１．第２５期組織、役員

第２５期組織、各部担当役員・委員及び職員は別表の通りです。

２．会員数、入会、退会

（１）会 員（２００５年１０月 ５日現在）

総 裁：寛仁親王殿下

名誉顧問：高鳥 修、西村一良、三浦敬三

名誉会員：倉本昌弘、太刀川慶作、等々力美貞

特別会員：ERICH MELMER、RIET CAMPELL、FERNAND MASINO、DINO DE GAUDENZ、JIRI KOTASKA、HUGO REIDER、HUBERT FINK、

NOMAN CRERAR、PETER MONAUNI、ERICH MOSCHER、BJORN ZEITZ

顧 問：若林省三、天野誠一、村山雅美、三浦雄一郎、田中 昇、奈良光義、児玉栄一

参 与：鈴木みすず、冨手邦士、土方あきら、矢口富士郎、米沢省吾、渡辺政子、梅嵜憲明、吉田 強、丸山日出男、

藤原 秀昭

会 員：２，４９５名（ステージⅢ： ６５３名、ステージⅡ： ４８８名、ステージⅠ：１，３５４名）

会友会員： ６００名

準 会 員： ２１９名

賛助会員：団体 ３５社、個人 ８２名

（２）入 会

①ステージⅠ認定：１０８名（うちスノーボードレベルⅠ合格者１９名／準会員からの認定２名）

：大和田直人、神山健吉、佐藤智鶴、佐藤 央、下條梨沙、藤田広子、本山義光、渡邉雅俊、薄 和義、尾野由希恵、

今野まりえ、佐賀則夫、庄子憲一、志村光太郎、田河亮平、手代木 崇、永井明日香、長沼英喜、藤野礼美、

村田亜威雅、渡部栄和、池田 進、岡本大樹、高橋大希、野口淑紀、樋口 司、福本剛士、山岸 聖、横田昌彦、

板橋健吾、井上篤史 、大竹泰史、尾形敬吾、柿内 稔、勝野 誠、加藤一幸、加藤 優、栗原暁子、関 賢志、

平野行夫、八木隆幸、古賀友美、芹川栄次、高塚 彩、寺崎まり子、西山直亨、林 康博、古谷英人、馬渕記世志、

森 慎太郎、柳澤 孝、若槻一郎、板羽淳平、伊藤高之、上条 雅、佐藤 寛、高橋弘子、藤平真史、渡邉真輝哉、

泉 孝一、氏家典子、大崎龍男、大野敦士、小野美稚子、川原勝昭、神田真理子、岸野達也、北川利幸、黒野仁司、

河野哲也、佐々木眞一、下平朱美生、滝寺 豊、中原 忍、野々尻耕基、船坂匡史、古川益敏、的場達也、森田 勝、

横山絵美、今村友里子、菊地 良、小林由佳、坂井英夫、佐々木隆男、関 道史、福本 良、宮田悠介、吉田実生

＜以下はスノーボードレベルⅠ合格による入会者＞

相原佳緒利、上田佳美、内尾泰子、梅木拓未、岡田幸久、萱野秀志、工藤美智子、栗栖吉成、小林稚奈、齋藤ひとみ、

桜井 聖、関口一斉、高木康弘、高柳幸治、谷口俊一郎、豊泉 仁、中山裕介、福井俊輔、前島典正

②準 会 員： ８１名

：横元志穂、山岸 聖、岡田幸久、関口一斉、渡辺和弘、川本翔悟、富水文治、髙安亮紀、山内俊治、橋本 拓、

工藤美智子、岩本研一、山口 昇、伊庭加奈子、村石泰男、小林 巧、原田巧見、北村智宏、中島安昭、曽我辺成男、



加賀城成美、加賀城 修、鈴木勝行、伊藤圭祐、宇野沙弥香、山本千絵、泉 孝一、小林稚奈、小長谷寛治、

湯谷亮太、渡辺 真、笠原 緑、 原 美智、伊藤由美子、荻原 慧、大月幸子、 林 啓嗣、吉澤晶子、片岡久次、

小林亜貴、林 幸一郎、榎本 篤、栗原静香、真木香織、倉澤みつ美、松田久美子、中嶋常美、吉崎彰純、鈴木四郎、

松本一郎、島田留美子、島田正彦、古市とみえ、山田芳則、野口 博、岡村隆男、下山 衛、前川雅優、音田信起、

小池満生、栁沢優子、柳澤 孝、伊藤舞依子、廣瀬恒康、倉橋孝尚、川辺直輝、新谷仁美、新谷泰広、鈴木秀展、

吉田庄吾、新谷昌弘、新谷千恵、中山裕介、塙ひろみ、加藤 淳、佐藤 寛、萱野秀志、上田佳美、尾添友嗣、

上川原隆朗、丸林秀生

（３）認 定

①ステージⅢ認定： １２名

：喜多岳裕、里中信子、滝沢英喜、綱取恵理子、米谷誠一、瀬田智明、平野睦夫、坂田 拓、佐藤三智代、橘 和也、

前田祐美子、松本隆司

②ステージⅡ認定： ２３名

：池田貴一、伊東峰子、氏家恵子、大谷葉子、小松谷由香、五味 暁、谷口市子、永井由香里、畠中剛志、三上 舞、

山中 敦、廻谷和永、澤田博隆、大場一人、小町谷保臣、坂田和郭、清水祥瑞、二瓶桂輔、野中眞二、松谷 彩、

村岡摩利雄、柳澤佑季、山本真由美

③スノーボードレベルⅡ認定： ６名

：森田陽介、岩田直哉、渋沢啓一、林 伸次、福田繁雄、山本佳奈

④スノーボードレベルⅠ認定： ２３名

：相原佳緒利、上田佳美、内尾泰子、梅木拓未、岡田幸久、萱野秀志、工藤美智子、栗栖吉成、小林彩乃、小林稚奈、

齋藤ひとみ、桜井 聖、関口一斉、高木康弘、高柳幸治、竹下結花、田中 修、田中宏典、谷口俊一郎、豊泉 仁、

中山裕介、福井俊輔、前島典正

⑤インラインスケートレベルⅠ認定： ０名

※隔年開催のため、今期は未開催

⑥文部科学大臣認定Ｂ級スキー教師認定： １名

：森田高広

（４）賛助会員入会：団体 ２社

大山観光開発株式会社、株式会社ミヨシ・ネットワークス

：個人２７名

児玉紀元、鈴木 智、畔上平吉、秀島一生、児玉謙二、安藤静江、瀬口洽六、児玉英二、八代 益、佐藤 開、

清水尚之、鶴尾洋一、林 信一、橿棒一志、小根山哲夫、荻原 務、伊東善文、黒河内行雄、柴崎秀子、和田幸子、

前河喜美子、堀越仲子、鴫原千佳、山田憲治郎、末廣 明、川端潤一、山田徳夫

（５）その他入会

①推 薦入 会：ステージⅢ …瀬田智明、平野睦夫

ステージⅡ …澤田博隆

ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞﾚﾍﾞﾙⅡ…森田陽介

（６）退 会

ステージⅢ：１４名

：秋山紀与子、阿部一登、宇野真太郎、近江真理子、坂田 強、南雲大樹、橋本孫家、福井 誠、星 勝盛、星 松夫、

山田英二、吉田京子、渡辺靖英

ステージⅡ：２８名

：秋元秀人、石井 正、石井雅美、岩崎雄一郎、太田義徳、尾辻桂子、笠松利紀、木川隆伸、久保田征功、小堤正一、

榊原千賀子、佐藤安正、高橋一哉、谷脇康之、千々松亜矢子、常谷一美、中田和子、中村忠弘、新田真樹子、

西澤正昭、羽山文貴、菱川明季、平岡康義、深澤幸夫、福地寛之、三輪尚司、村瀬清和、柳沢秀明

ステージⅠ：５１名

：安念怜美、飯島岳彦、飯島庸一、伊東宏修、今泉 玄、居村伊史、岩崎珠穂、上薗清志、宇佐美雄久、内山和之、

梅本正世、大貫幸枝、大野藍子、大森幹雄、沖田博憲、加賀谷幸彦、勝見 亨、加藤 央、川内谷 尊、北川知里、

久慈 学、倉数昌子、黒澤 進、糀谷 健、胡口英世、小林幹雄、桜井 聖、佐藤 亮、下村めぐみ、杉浦 隆、

竹川奈緒子、田村幸男、大樂智久、藤間 誠、富井みちよ、中村義春、長嶋裕子、西川寿恵、長谷川由佳、原 剛治、



平田 昇、福田倫子、細江 務、箕形陽子、宮下和利、山上華子、山下 恵、

山之内美香、山道健郎、横田美香、横山英邦

賛助会 員： ５社

インフィニティ株式会社、エックスビート株式会社、大山観光開発株式会社、株式会社ノエビア、

株式会社フェニックス

（７）会 友入 会：７１名（退会し、会友制度へ入会）

：赤坂玄太郎、秋元秀人、秋山紀与子、阿部一登、飯島岳彦、石井 正、石井雅美、伊東宏修、今泉 玄、居村伊史、

岩崎珠穂、岩崎雄一郎、宇佐美雄久、宇野真太郎、梅本正世、太田義徳、大貫幸枝、大野藍子、近江真理子、

尾辻桂子、加賀谷幸彦、笠松利紀、加藤 央、川内谷 尊、木川隆伸、久慈 学、久保田征功、倉数昌子、黒澤 進、

胡口英世、小堤正一、榊原千賀子、坂田 強、桜井 聖、下村めぐみ、杉浦 隆、高橋一哉、谷脇康之、

千々松亜矢子、常谷一美、藤間 誠、富井みちよ、中村忠弘、長嶋裕子、南雲大樹、西川寿恵、西澤正昭、

長谷川由佳、羽山文貴、原 剛治、菱川明季、平岡康義、深澤幸夫、福井 誠、福田倫子、福地寛之、 星 勝盛、

星 松夫、細江 務、宮下和利、三輪尚司、村瀬清和、柳沢秀明、山上華子、山下 恵、山田英二、山之内美香、

山道健郎、横山英邦、吉田京子、渡辺靖英

（８）会友 退会：１８名

：秋山英士、太田浩夫、小川圭子、柏木秋津、北村弘美、小上馬宗昭、郷田英治、極意修二、佐藤 亮、須賀正義、

高橋博文、高橋幸文、竹川奈緒子、田辺慎吾、長屋満里、林 直子、山下裕一、由利浩一

（９）除 名：２００４年１１月１１日…７２名

（ステージⅢ… ５名、ステージⅡ…１１名、ステージⅠ…５６名）

ステージⅢ…大嶺 清、加藤 恵三、黒瀬 教史、近堂 龍三、佐藤 美千代

ステージⅡ…井上京子、太田英志、津田亮二、豊田孝一、長沼 功、半沢 弘、丸田晴彦、水上 昇、矢部幸介、横川卓也、

渡辺宏紀

ステージⅠ…青砥大三郎、青柳 泰、阿部和博、石田直之、稲津阿育、井上恵美子、猪鼻 聖、大内勇樹、大島雅代、小山内博英、

金山奈穂美、紙谷明彦、神谷光三、河井直也、川崎美恵子、川村 毅、菊地勝市、草深 崇、小嶌勝也、小寺克征、

近藤慶悟、近藤 勝、佐善 圭、佐藤成剛、佐藤 真、柴田和佳奈、白川篤子、新保寛之、高橋志帆、高村典宏、

玉置万紀子、秩父彩子、東内信吾、中本優子、西山隆弘、野澤なぎさ、花巻英典、平野弥生、福井紀子、星野利男、

前川 昇、松浦英毅、松本万葉、溝井康博、面来克己、森実聡史、森山泰子、山塚和宏、山本倫弘、山本宏美、

横田博史、吉田光豊、吉永珠美、和田真人、和田みゆき、渡部弘子

（10）訃 報：２００５年 ２月２４日 中村 誠 元 理事

２００５年 ５月 ３日 佐藤 史治 ステージⅡ

２００５年 ６月２２日 木村 博 ステージⅢ

３．賛助会員（2005.10.5現在）

団体

あいおい損害保険株式会社、株式会社アシックス、アメアスポーツジャパン株式会社、株式会社岩手ホテルアンドリゾート、

株式会社インパクトトレーデイング、ヴィルド株式会社、エイチ･ティ･エム スポーツジャパン株式会社、エランジャパン株式会社、

株式会社小賀坂スキー製作所、オンヨネ株式会社、カスタムプロデュース株式会社、株式会社クレオハウス、

グループ・ロシニョール株式会社、株式会社Ｋ２ジャパン、株式会社ゴールドウイン、サロモン＆テーラーメイド株式会社、

ザ・バートン・コーポレーション株式会社、株式会社シークラフト、株式会社シナノ、スワロー・レンタサービス株式会社、

株式会社デサント、奈良スポーツ株式会社、西沢商事株式会社、日本ケーブル株式会社、ヘルト株式会社、

ベネトンジャパン株式会社、マーカー テクニカ フォルクル ジャパン株式会社、斑尾高原開発株式会社、ミズノ株式会社、

株式会社ミヨシ・ネットワークス、株式会社八千代システム、株式会社山五企画、山本光学株式会社、夕張観光開発株式会社、

株式会社ロータスインターナショナル

個人

愛甲勝久、縣 信哉、畔上平吉、安部明人、新井裕三、安藤静江、伊東善文、稲村圭一、岩倉親倶、上野豊治、大島和子、荻原 務、

小澤征爾、小根山哲夫、尾本英臣、橿棒一志、加藤 聡、上代晴久、川端潤一、川村のぶ子、北出宏道、黒河内行雄、幸保浩司、

小坂正行、児玉英二、児玉紀元、児玉謙二、小林和子、小林誠治、小堀博彦、後藤響子、佐合和夫、阪田幸信、佐藤 亮、佐藤 開、



鴫原千佳、柴崎秀子、柴田恵美子、清水尚之、末廣 明、鈴木一彦、鈴木 智、瀬口洽六、竹石惇樹、谷畑隆夫、樽井靖夫、

千葉和子、鶴尾洋一、土岐絹子、中島敏晴、中野 孝、西倉静夫、萩原純子、長谷川昭、林 信一、林 永信、早友 聡、秀島一生、

舟橋 洋、古川貞夫、細貝正紀、堀越仲子、本田清人、前河喜美子、牧戸恵利子、牧戸昌邦、正木光児、松沢正仁、松本忠雄、

三木一司、峰 英之、武藤 茂、村上 潤、本山公平、本山美津子、八代 益、山口健二、山田憲治郎、山田徳夫、渡部 哲、

和田幸子

４．総会開催

第２４期第１回・２回通常総会開催

日 時：２００４年１１月１１日（木） １１：００～１７：００

会 場：国立オリンピック記念青少年総合センター 小ホール

出席者：第１回 出席…２３１名、委任状…１，２７８名 計１，４０９名

：第２回 出席…２３７名、委任状…１，２７８名 計１，４１５名

５．会議の開催

(1)第１回総務部会

日 時：２００４年１１月 ８日 １３：００～１６：３０

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：石川憲輝、高橋信昭、和田かおる、大峡慎吾

内 容：総会準備、賛助会員懇談会準備

(2)NPO法人自然体験活動推進協議会（CONE）との打ち合わせ

日 時：２００４年１１月１７日（水） １０：２０～１１：４５

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者： ＣＯＮＥ…内村美紀 ＳＩＡ…馬渕雄一、黒川正博、石川憲輝、大峡慎吾

内 容：NPO法人自然体験活動推進協議会（CONE）への入会を検討するため、CONEの事務局の方に協議会の内容、講習カリキュラム、

ＳＩＡの会員が資格取得する場合の方法などの説明を受けた。今後この分野の活動が重要になることから、ＳＩＡも加盟す

る方向で検討したい。次回理事会へ審議事項とし、申請することとした。

(3)三役・総務部長会議

日 時：２００５年 １月２８日（金） １３：００～１６：３０

会 場：銀座ＰＰサロン

出席者：杉山 進、馬渕雄一、黒川正博、石川憲輝、大峡慎吾

内 容：①今期の状況と見通しについて ②重点項目の進捗状況確認 ③イタリア南チロル州スキー教師連盟からの招待の件

④ＩＳＩＡ会議（３／４）出席について ⑤ＩＳＩＡ世界教師選手権大会参加について ⑥ＹＫＫの報告状況確認

⑦ＳＩＡフェスティバル準備状況確認 ⑧個人賛助会員申込状況と会員バッジ製作 ⑨山岳スキーツアーガイド資格

について ⑩ＣＯＮＥ入会について ⑪即検討すべきこと…推薦入会規定の変更について

⑫今後検討を要すること…役員の東京宿泊について・テレマークスキー認定教師について・公認校の売り掛け金について

⑬その他…参邸の日程・地球温暖化について・国際スキー技術選大会の参加について・ＳＩＡ親善ゴルフコンペについて

(4)第２回総務部会

日 時：２００５年 ３月１１日（金） １１：３０ ～１５：４５

会 場：長野市・楽茶れんが館

出席者：石川憲輝、高橋信昭、大峡慎吾

内 容：①三役・総務部長会議の内容確認 ②ＩＳＩＡ国際会議パネルディスカッション、パネラー決定 ③賛助会員情報コーナー

内容検討 ④国際委員会委員について ⑤日本のスキー学校について ⑥準会員について ⑦その他

(5)第３回部会

日 時：２００５年 ６月 ３日（金）１１：００～１６：３０

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：石川憲輝、高橋信昭、深津壮大、大峡慎吾

内 容：（１）第２５期事業実施状況について

（２）第２６期事業計画（案）について

［総務委員会］

①無所属会員……支部所属を推進する。

②賛助会員関係…チャリティーゴルフコンペは行う。個人賛助会員のメリットを検討（殿下と賛助会員の接点を作る）



③準会員…………ステージⅠの受験資格としては。子供を教える資格を検討。

④総合保障制度…今後も続ける。受け入れ保険会社の選定を検討。

⑤内部留保金……海外留学補助金制度（外国のスノースポーツ研修参加）を検討。

年間200万円計上。 ※理事と校長の推薦が必要。事務局移転を視野に入れ物件（購入）の調査。

［支部委員会］

①支部ｴﾘｱ関係 …支部選挙になった場合、無所属会員の投票権を与えるようにする。

［国際委員会］

①ＩＳＩＡ関係…今まで以上に関係を強化（会議には必ず参加）

②ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ招聘…次年度はオーストリアを招聘。早い段階で来日メンバーを決定してもらい、会員に早めの告知をする。

［財務委員会］

①事業収支確認…事業収入見込みを早く確認する。

［広報委員会］

①日本のｽｷｰ学校…アンケートを基に検討。刷り物は現行のものよりシンプルにし、３００万程度で製作し、残りの

４００万はタイアップ広告にしたい。

②ﾀｲｱｯﾌﾟ広告……続けるが、代理店を検討する。

③SIAﾆｭｰｽ ………製作会社の検討（相見積もりを取る）。

（３）その他

①温暖化防止……スローガン（案）として「氷河を守れＳＩＡ」

②創立４０周年＆法人化２５周年……総裁に再度意向を確認。

③役員改選の件…選考委員は５名とする。

④会員の夏場の仕事と短期雇用保険の情報を収集する。

(6)公益法人改革検討小委員会

日 時：２００５年 ６月１３日（月）１１：００～１６：３０

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：梶井 晃、黒川正博、石川憲輝、宮田隆史、中島英臣、川野徳廣、大峡慎吾

内 容：公益法人改革による今後の変化に対応するための検討

(7)事業計画及び予算作成作業

日 時：２００５年 ７月 ８日（金）１１：００～１５：００

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：石川憲輝、大峡慎吾

内 容：①第２６期事業計画（案）作成、②第２６期予算（案）作成

(8)三役会議

日 時：２００５年 ７月１２日（火）１３：３０～１９：３０

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：杉山 進、馬渕雄一、黒川正博、大峡慎吾

内 容：①設立40周年記念式典の日程について ②各部人員について…技術開発部に委員の増員が必要ではないか。

③運動生理部門シンクタンクと経営関係部門審議会の在り方について…どちらも専務理事が長となり来期は活動する。

④社団法人日本山岳ガイド協会の認定する山岳スキーツアーガイド資格について…ピステでの活動だけでなく、オフピステ

や山岳地帯でのスキ－ガイドの仕事をすることにより、会員の活動期間や幅をひろげ、経済的安定をはかる。

そのために必要な知識や資格を習得するために、日本山岳ガイド協会で認定している山岳スキーツアーガイド資格を会員

に紹介する。 ⑤重要課題６項目以外で取り組むべきこと

⑥第26期事業計画と予算案事前確認

(1)これまでの課題で処理されていないこと

・会務報告での指摘事項（検定用資料が乏しい、資質向上：スキー教師のあるべき姿は、一般教養を身につける場を

つくる、学校長が日本を知る勉強）・外部理事との会議

(2)収支バランスについて…今期は収支０に。

日 時：２００５年 ７月３０日（土）１３：３０～１５：３０

会 場：寛仁親王邸

出席者：杉山 進、馬渕雄一、黒川正博、大峡慎吾

内 容：会務報告



(9)経営審議会

日 時：２００５年 ９月 ９日（金）１５：００～１７：００

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：吉田宗弘、尾崎行正、杉山 進、馬渕雄一、石川憲輝、大峡慎吾

内 容：①第２５期事業実施状況について ②第２６期事業計画・予算について ③ＳＩＡの今後について ④その他

６．保険関連

(1)会員対象「保険」の加入（国内）

会員を対象としたＳＩＡ正会員総合保険は１１月末日迄に会費を納入した会員と準会員を対象に下記の内容で加入した。

契約会社：正会員総合保険は引き続き、あいおい損害保険㈱に1,758名が加入した。保険総額：3,516,000円

今期の見舞金対象事故件数（9/30現在）は4件有り、それぞれ５万円を支払った。

今期の個人賠償責任対象事故は0件であったが、平成 年 月に起きたスキー修学旅行中の事故に関して、昨年 月に和解が成立13 2 12
し、 万円余りの賠償金を支払った。（原告の請求額は約 万円）1619 4200
この件で裁判官によるスキースクール側への指摘は次の通りであった。

１．レッスン場所選定の問題：レッスン場所に障害物があった場合、あらかじめ、その危険を予測しそれに対する対処が求められる。

２．スキー教師の資格の問題：全く滑れない初心者を安全に教授し選るだけの知識･経験･及び資格が備わっていることが求められる。

３．レッスン内容の問題：初心者が安全に止まるためには、上手に尻もちをつけることが絶対条件であるとすれば、そのための充分

な指導内容が求められる

現在係争中の案件が2件（平成13年2月発生事故及び平成16年3月発生事故）有り、それぞれ弁護士を代理人として対応中。

(2)賠償責任保険

公認スクール賠償責任保険も引き続き、あいおい損害保険㈱に加入した。保険料高騰に伴い今期もスクールからも負担をお願いした。

保険金額：5,396,650円

７．スポーツ振興基金助成金

○１月 ７日に平成１7年度スポーツ振興基金助成金の要望書を提出

申請事業名：フランススキー・スノーボード技術講習会

事業予算：４，４４８，４００円（助成対象事業費２，５７９，４００円、助成要望金額１，７１９，０００円）

以上の申請内容で４月１４日付１，０００，０００円の内定通知を受け、５月３１日付け確定通知を受けた。

８. 文部科学省関連

(1)生涯スポーツコンベンション２００５

日 時：２００５年 ２月 ３日（木）～ ４日（金）

会 場：富山国際会議場

出席者：大峡慎吾

内 容：２月３日（木）１３：００～１７：３０

○全体会第１部（基調講演/13:15～14:30） 「スポーツの多様性を探る」

：山本 浩（NHK放送総局ｱﾅｳﾝｽ室 ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ･ｱﾅｳﾝｻｰ）

○全体会第２部（ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ/15:00～17:30）「豊かな生涯ｽﾎﾟｰﾂ社会構築に向けた取り組み」

・コーディネーター：山本 浩（NHK放送総局ｱﾅｳﾝｽ室 ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ･ｱﾅｳﾝｻｰ）

・シンポジスト ：池崎和頼（富山県教育委員会スポーツ課課長）

大仁邦彌（株式会社日本フットボールヴィレッジ 代表取締役副社長）

山口泰雄（神戸大学発達科学部教授）

山田明仁（NPO法人神戸ｱｽﾘｰﾄﾀｳﾝｸﾗﾌﾞ副理事長）

：２月４日（金） ９：３０～１２：３０

○分科会「子どもが体を動かすことが「好き」になる指導のあり方とその環境作り」

９．関係団体への参加

(1)青木 功「世界殿堂入り」祝賀会

日 時：２００４年１１月 ９日（木） １８：３０～２１：００

会 場：帝国ホテル・孔雀の間

出席者：馬渕雄一、土岐良次



(2)第11回スノーボードジャパン２００５（2005.2/16～18）

日 時：２００５年 ２月１７日（木）

会 場：パシフィコ横浜

出席者：大峡慎吾

(3)THE TOKYO SPORTS SHOW ２００５（2005.2/23～25）

日 時：２００５年 ２月２３日（水）

会 場：東京ビッグサイト

出席者：大峡慎吾、里中英二

(4)フランス政府観光局訪問

日 時：２００５年 ３月１５日（火）

出席者：フランス政府観光局…佐藤由紀子 ＳＩＡ…大峡慎吾

内 容：フェスティバル招聘国フランスの、フェスティバルに対する後援依頼

(5)全国都道府県在京文教担当者連絡協議会総会

日 時：２００５年 ４月２０日（水） １１：００～１１：３０

会 場：北海道東京事務所

出席者：石川憲輝、新田滋久、大峡慎吾

内 容：全国都道府県在京文教担当者連絡協議会総会に出席している、各県担当者にＳＩＡ概要を元にＳＩＡの事業内容を説明した。

(6)ベスト・オブ・ジ・アルプス・ワークショップ及びレセプション

日 時：２００５年 ５月１７日（火） １４：００～

会 場：ホテルニューオータニ・アザレアの間／アチェーロの間

出席者：杉山 進

(7)第１０回雪上滑走具関係団体との意見交換会

日 時：２００５年 ５月２４日（火） １３：３０～１６：００

会 場：（財）日本鋼索交通協会 会議室

出席者：黒川正博

内 容：①平成１６年度冬季シーズンに発生した事故トラブル等について

・雪上滑走具に関する事故トラブルについて ・ゲレンデ及びゲレンデ外滑走の事故トラブルについて

・索道運転等の事故トラブルについて

②関係団体及び出席者からの要望事項について ③出席者からの提案事項について ④その他

(8)故柳川覚治先生を偲ぶ会

日 時：２００５年 ６月２４日（金） １８：００～２０：００

会 場：ルポール麹町・ロイヤルホール

出席者：大峡慎吾

(9)（財）全日本スキー連盟創立８０周年記念式典及びパーティー

日 時：２００４年 ６月２６日（日） １０：００～１５：００

会 場：赤坂プリンスホテル

出席者：杉山 進、馬渕雄一

(10)「2005年スペシャルオリンピックス冬季世界大会」支援募金 ４９校に募金箱を設置し、１３３，３２９円の募金が集まった。

10．賛助会員関係

(1)賛助会員・プレス懇談会 懇親会

日 時：２００４年１１月１２日（金） １３：３０～１８：４５

会 場：東京大丸１２階 ルビーホール

出席者：懇談会 賛助会員…団体７社９名、個人０名、プレス…２社２名、ＳＩＡ…12名

：講演会 賛助会員…団体９社13名、個人５名、プレス…４社４名、ＳＩＡ…16名

：懇親会 賛助会員…団体13社21名、個人５名、プレス…６社７名、ＳＩＡ…22名

(2)賛助会員訪問

日 時：２００５年 ３月２５日（金）

出席者：グループ・ロシニョール㈱…馬渕智哉、生嶋 聡、

サロモン＆テーラーメイド㈱…若月 等 ＳＩＡ…杉山 進、馬渕雄一、黒川正博

内 容：フェスティバルへの協力依頼



(3)フェスティバル賛助会員コーナー開催

期 間：２００５年 ４月 ８日（金）～１３日（木）

会 場：安比高原・リゾートセンター

内 容：賛助会員の取り扱い商品の展示説明。

出展会社：㈱インパクトトレーディング､エイチ・ティ・エム スポーツジャパン㈱、エランジャパン㈱、㈱小賀坂スキー製作所､

オンヨネ㈱、㈱ゴールドウイン、…以上６社

11．総裁関連事項 参邸

(1)日 時：２００４年１２月２０日（月） １０：３０～１１：２０

会 場：寛仁親王邸

出席者：馬渕雄一、大峡慎吾

内 容：彬子女王殿下御誕生日の記帳

(2)日 時：２００５年 １月 ５日（水） １０：３０～１１：３０

会 場：寛仁親王邸

出席者：杉山 進、馬渕雄一、大峡慎吾

内 容：新年の挨拶

(3)日 時：２００５年 ２月２２日（火） １９：００～２０：４５

会 場：寛仁親王邸

出席者：杉山 進、馬渕雄一、黒川正博、大峡慎吾

内 容：会務報告

(4)日 時：２００５年 ７月 ５日（火） １７：００～１８：３０

会 場：寛仁親王邸

出席者：馬渕雄一、大峡慎吾

内 容：チャリティー募金持参

(5)日 時：２００５年 ７月３０日（土）１３：３０～１５：３０

会 場：寛仁親王邸

出席者：杉山 進、馬渕雄一、黒川正博、大峡慎吾

内 容：会務報告

12．「親善チャリティーゴルフコンペ」開催

日 時：２００５年 ６月１７日（金）

会 場：川越カントリークラブ

役 員：川野徳廣､江畠睦子､谷澤慶子､中島伸江､谷澤由紀､大峡慎吾､黒石とし子､里中英二

参加者：賛助会員、プレス関係、ＳＩＡ会員 ２９名

優勝：加藤雅明（スキージャーナル）、準優勝：岡戸正人（ＳＩＡ会員）、３位：原川博明（実業之日本社）、

４位：石川憲輝（ＳＩＡ会員）、５位：杉崎雅廣（ノースランド出版）、６位：柴崎正弘（ＳＩＡ南東北支部）

チャリティー募金金額＝１５７，０００円

13．後援・推薦

(1)ＳＩＡ後援

＜催 し 名＞ ＜期 間＞ ＜申 請 団 体＞

①ウインターリゾート２００５ １１／ ５～ ７ ウインターリゾート実行委員会

②平成１６年度「スキーの日」制定記念事業 １／１２ スキーの日ＧＯＯＤＳ実行委員会

③「レルヒ少佐顕彰会」 １／１２ レルヒ祭実行委員会

④第11回スノーボードジャパン２００５ ２／１６～１８ 日本スノーボード産業振興会

⑤2005ジャパンパラリンピックスキー競技会 ３／１１～１３ (財)日本障害者スポーツ協会

日本障害者スキー連盟

スキーフェスタ＆リサイクルフェアー実行委員会⑥「第４回みやぎスキーフェスタ＆リサイクルフェアー」2005シーズン 第４回

⑦ ３／７～ ８ ＳＩＡ南東北支部第12回ＳＩＡ南東北支部スキー・スノーボード技術選手権

⑧第４回野沢温泉カップインラインスケート大会 ９／１０～１１ 野沢温泉民宿組合内インライン実行委員会



(2)各省庁及び企業からの「後援」

①第３１回ＳＩＡ総合スキー会議(ＳＩＡフェスティバル２００５) に対し外務省、文部科学省並びに岩手県教育委員会、安代町、安

代町教育委員会、松尾村、松尾村教育委員会、から「後援」名議使用が、独立行政法人日本スポーツ振興センターから「支援」名

義使用が承認された。

支部委員会

１．支部長会議開催

日 時：２００５年６月１６日（木） １１：００～１６：３０

会 場：京橋区民館 ３号室

出席者：支 部：北海道支部 澤 健治、北東北支部 佐々木隆興、南東北支部 越後竜也、関東中信越支部 山之内 弘、

志賀高原支部 杉山公信、長野北信支部 宮崎 哲、長野中信支部 奈良 剛、西日本支部 大江良樹

執行部：杉山 進、馬渕雄一、黒川正博、石川憲輝、宮田隆史、中島英臣、川野徳廣、

事務局：大峡慎吾

内 容：（１）報告事項

①ＳＩＡの現状報告：(専務理事 黒川正博）

②各部からの報告と来期の予定：（各部長）

③各支部からの報告・収支報告と来期の予定

（２）討議事項

（総務部関連）

①広報活動全般についての要望（タイアップ記事について） ②各支部における無所属会員の活動トラブルについて

③支部のエリアについて ④「クリーンキャンペーンＳＩＡ」の実施状況と周辺の反応について

⑤「スキーの日」について（支部としての行事の可能性）

（教育普及部関連）

①ステージⅠの受験状況について（支部長は検定に立ち会っているか）・イグザミナーの資質 ・受験生の資質

②協会主催インストラクターズセミナーへの要望等について

（学校・事業部関連）

①公認校に関わる問題点について ②フェスティバルに対する要望等について ③検定の日に関する要望等について

（技術開発部関連）

①２５期の「欠点矯正」のテーマについて…技術テーマをデモ・イグザミナーを通じて支部に伝達しているが、巧く伝わ

っているか、或いはその方法について

②教師・デモンストレーター選手権のビデオについて…ビデオを毎年作成する必要性は？また、内容要望について

③小冊子発行について…小冊子を毎年発行予定だが、どのような内容が必要か

④技術開発部について…毎年ビデオと小冊子を発行する予定だが、内容や要望について

（その他）

①アンケートより（支部が抱えている悩みや問題点について・支部からＳＩＡへの要望など）

２．支部補助費及び還付金

第２５期支部補助費及び支部実施事業に基づく還付金を下記の通り処理した。

支部名 補助費 還付金 支払額計

北 海 道 ４４，０１２ ２２，２６８ ６６，２８０

北 東 北 ２６，７５３ ０ ２６，７５３

南 東 北 ５９，９３１ ５８，２５８ １１８，１８９

関東中信越 ４６，２４３ ０ ４６，２４３

志賀高 原 ５７，１０４ １４５，４５０ ２０２，５５４

長野北 信 ６３，７９９ ２５，５９０ ８９，３８９

長野中 信 ４１，３３４ １２，８３３ ５４，１６７

西 日 本 ６０，８２４ ６１，０４９ １２１，８７３

計 ４００，０００ ２９９，８５８ ７２５，４４８



国際委員会

(1)ＩＳＩＡ理事会

日 時：２００４年１０月１５日（月）～１７（水） ８：３０～２０：００

会 場：イタリア・ミラノ／ホテルベルン

出席者：Riet R. Campell、Dr. Hugo Reider、Dino Degaudenz、Normand Lapierre、馬渕雄一、児玉栄一(通訳)、

Björn Zeitz、Vittorio Caffi、Richard Walter、Jiri Kotaska

欠席者：Fernand Masino

内 容：①会長挨拶 ②役員の自己紹介 ③2008年迄の任期中に何をすべきか（目的､行動、戦略）

④ワーキンググループ（規約委員会、技術委員会、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ委員会）３委員会のメーバー及びチーフを選出した。

技術委員会：Richard Walter(委員長:ｵｰｽﾄﾘｰ)

Petar Grouevlankov(ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ)､Michael Brunner(ﾄﾞｲﾂ)､Peter Kuwall(ｲｷﾞﾘｽ)､Fernand Masino(ﾌﾗﾝｽ)､

Normand Lapierre(ｶﾅﾀﾞ)､Josip Tucman(ｸﾛｱﾁｱ)､Mauro Terribilini(ｽｲｽ)､馬渕雄一(日本)､児玉栄一(日本)

規約委員会：Björn Zeitz(委員長:ﾄﾞｲﾂ)

Andrew Lockerbie(ｲｷﾞﾘｽ)､Dejan Spasojevic(ｾﾙﾋﾞｱﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ)､Hugo Reider(ｲﾀﾘｱ)､

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ委員会：Dino Degaudenz(委員長:ｲﾀﾘｱ)

Normand Lapierre(ｶﾅﾀﾞ)､Morris Ray(ｲｷﾞﾘｽ)､Pavlovic Denis(ｾﾙﾋﾞｱﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ)

⑥2005年12月2日～6日開催予定の「世界スキー教師選手権大会」開催地、レヴィ（フィンランド）との契約について…正式

に契約を交わす、今後日程、内容をフィンランドに問い合わせをする予定。

⑦案内…ＩＳＩＡのホームページの内容がリニューアルされた。 ⑧その他…資格取得の問題について。

(2)ＩＳＩＡ理事会

日 時：２００５年 １月 ９日（日）～１１日（火）

会 場：スイス／サンモリッツ ホテル LAUDINELLA

出席者：Riet R. Campell、Dr. Hugo Reider、Dino Degaudenz、Normand Lapierre、馬渕雄一、児玉栄一(通訳)、

Björn Zeitz、Vittorio Caffi、Richard Walter

欠席者：Fernand Masino、Jiri Kotaska

内 容：①会長挨拶 ②ミラノ理事会議事録確認 ③フィンランド教師選手権大会プログラムについて ④インタースキーについて

⑤ＩＳＩＡスタンプ配布について ⑥その他 ※１０日・１１日は雪上でワークショップ

(3)ＩＳＩＡ技術委員会

日 時：２００５年 ３月 ４日（金）

会 場：オーストリア／インスブルック

出席者：Riet R. Campell、Dr. Hugo Reider、Dino Degaudenz、Normand Lapierre、馬渕雄一、児玉栄一、Björn Zeitz、

Vittorio Caffi、Richard Walter、Fernand Masino、

欠席者：Jiri Kotaska

内 容：①会長挨拶 ②委員会による現在状況の分析 ③ISIAスタンプおよびスキーリフト戦略 ④活動方針 ⑤その他

(4)フランススキー・スノーボード技術講習会

日 時：２００５年 ４月１１日（月）～１３（水）

会 場：安比高原スキー場・ホテル安比グランド

参加者：スキー１９名（内学校事業部セミナー８名）、ボード５名

講 師：アルマン・シール …ＢＥＥＳ（スポーツ教育資格）スキー教師、ＥＮＳＡ（アルペンスキー国立学校）教師、ス

ポーツ教員、1984年～1994年アルペンスキーのフランスチーム（スピード系）メンバー、

1998年野沢の国際スキー技術選手権大会 6 位

ミシリエ・セバスチャン …ＢＥＥＳ（スポーツ教育資格）スキー教師、1999年 ﾗｸﾙｰｻﾞのコンビネフランス大会 3 位、

2001年 リレハンメルのワールドカップ S-GSL 24位、ヴァルディゼールィゼール、

キッツブーエル、ガールミッシュ等世界約１０のワールドカップに出場

…ＥＮＳＡ ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ教師及び試験官、ZALPESのスキー場にてフリースタイルチームコーチ、デマール・ジャン－ヴァレール

2002年 ビッグエアートロフィー大会 1位、2003年 ZALPES ﾊｰﾌﾊﾟｲﾌﾟ

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ｸｲｯｸｼﾙﾊﾞｰ大会 1位

ポジェ・アン …ＢＥＥＳ（スポーツ教育資格）スキー教師、スキー教師選手権大会において1997年 2位、

1998年 1位、1999年 3位、2000年 5位、2001年 2位、2002年 1位、2003年 3位、2004年 2位

役 員：石川憲輝、高橋信昭 通 訳：江本悠滋、椎名三花子、高橋さやか、小林雪美



(5)ＩＳＩＡ国際会議（SIAﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ）開催

日 時：２００５年 ４月１１日（月）～１２（火）

会 場：ホテル安比グランド・竜ヶ森

講 師：ポンスラン・デニス …ＥＮＳＡ（アルペンスキー国立学校）校長、シュヴァリエ章（国家への功績を讃える勲章）、

オフィシェ章（教育功労勲章）

マジノ・フェルナンド…フランス職業スキー教師連盟副会長、国際職業スキー教師連盟理事、シャモニースキー学校校長

アルマン・シール …ＢＥＥＳ（スポーツ教育資格）スキー教師、ＥＮＳＡ（アルペンスキー国立学校）教師、スポーツ

教員

内 容：４／11：１８：００～２０：３０ ◎講演「フランス国家検定スキー教師の養成プログラムについて」

…アルマン・シール

４／12：１８：００～２１：００ ◎講演「フランスのスキー産業について」

◎ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ …高橋信昭、小林七郎、斉藤 仁

◎アトラクション

役 員：石川憲輝、高橋信昭、通 訳：江本悠滋

(6)イタリア南チロル州検定会・研修会視察

日 時：２００５年 ４月１２日（火）～１８日（月）

会 場：イタリア／アルト･アディジェ州ブルネック／クロンプラッツ(ﾌﾟﾗﾝ･ﾃﾞ･ｺﾛﾈｽ)スキー場

出席者：宮田隆史、見谷昌紀(通訳)、久慈 修、富井正一(デモンストレーター)

内 容：ブルネックので開催されたステージⅡクラスの検定会・研修会視察

(7)インタースキー総会

日 時：２００５年 ５月２９日（日） ～６月 ２日（木）

会 場：韓国・ヨンピョンリゾート

出席者：馬渕雄一、児玉栄一（通訳）

(8)２００４年５月１１日にクロアチア・ロビニで開催されたＩＳＩＡ理事会の議事録が届いた。

ロビニISIA理事会議事録

場 所：クロアチア、ロビニ、ホテル パーク内会議室

日 時：２００４年５月１１日 １１時３０分より

参加者：リート･カンペル会長（スイス）、ディノ･デ･ガウデンツ副会長（イタリア）、ノーマン・ラピエール北米副会長（カナダ）、

馬渕雄一環太平洋副会長（日本）、通訳 児玉栄一、ユーリー･コタスカ財務部長（チェコ）、

リヒャルド･ヴァルター（オーストリア）、ビヨン･ツァイツ理事（ドイツ）、フェルナン･マジノ理事（フランス）、

ビットリオ･カフィ理事（イギリス）、フーゴ･ライダー事務局長（イタリア）

理事会は年次総会に続き、２００４年５月１１日１１時３０分から、クロアチア･ロビニのホテルパーク内会議室で開始された。

今回の議事日程：

1.会長挨拶

リート･カンペル会長が、新しく選出された執行部の最初の会議を開会した。会長より、理事全員への挨拶と、選挙で選ばれたことへ

の祝福が述べられた。

2.次回理事会の日程：

決議１－ ２/04:次回の理事会は、イタリアのミラノで開催する。AMSIが宿ならびに会議室の手配を行う。日程は、２００４年９月１

７日から１９日までとし、金曜日集合、土曜日が会議、日曜日解散の予定。

会長より、理事全員に対し、次回の理事会までに、各委員会の構成と課題について考えをまとめておくよう依頼があった。

会長より出席者に閉会の挨拶があり、１１時４０分に会議を終了した。

財務委員会

１．下記の通り監査を実施した

(1)第２４期監査

日 時：２００４年１０月１９日（火） １１：００～１６：３０

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：監 事…梶井 晃、大木昭一郎、土岐良次、小山 登（税理士）

執行部…杉山 進、馬渕雄一、黒川正博、石川憲輝 事務局…大峡慎吾、黒石とし子



(2)第２５期中間監査

日 時：２００５年 ６月１４日（火） １１：００～１６：３０

会 場：事務局・会議室

出席者：公認会計士…梶井 晃、税理士…小山 登、監事…大木昭一郎、土岐良次

執行部…杉山 進、馬渕雄一、黒川正博、石川憲輝、宮田隆史、中島英臣、川野徳廣

事務局…大峡慎吾、黒石とし子

２．下記の通り予算会議を実施した

第２５期予算会議

日 時：２００５年 ７月１３日（水） １１：００～：１９：３０

会 場：ＳＩＡ事務局 会議室

出席者：杉山 進、馬渕雄一、黒川正博、石川憲輝、宮田隆史、中島英臣、川野徳廣、大峡慎吾

３．下記の通り会議及び作業を行った

(1)日 時：２００４年 ９月２８日（火） １０：００ ～１５：００

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：石川憲輝

内 容：検印作業

(2)日 時：２００４年 ９月２７日（月） １５：００ ～１６：３０

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：小山 登、黒石とし子

内 容：決算準備作業

(3)日 時：２００４年１０月 ８日（金） １３：３０ ～１６：３０

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：小山 登、黒石とし子

内 容：決算準備作業

(4)日 時：２００４年１０月１３日（水） １５：００ ～１９：００

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：梶井 晃、黒石とし子

内 容：決算準備作業

(5)日 時：２００４年１０月１５日（金） １３：３０ ～１８：３０

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：小山 登、黒石とし子

内 容：決算準備作業

(6)日 時：２００４年１０月１８日（月） １５：００ ～１５：３０

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：小山 登、黒石とし子

内 容：決算準備作業

(7)日 時：２００４年１１月１９日（金） １４：００ ～１５：００

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：小山 登、黒石とし子

内 容：納税準備作業

(8)日 時：２００４年１１月２６日（金） １３：３０ ～１６：００

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：小山 登、黒石とし子

内 容：納税準備作業

(9)日 時：２００５年 ６月 ２日（木） １１：００ ～１６：００

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：石川憲輝

内 容：検印作業



(10)日 時：２００５年 ６月 ３日（金） １０：００ ～１１：００

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：石川憲輝

内 容：検印作業

(11)日 時：２００５年 ６月 ９日（木） １３：００ ～１５：３０

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：小山 登、黒石とし子

内 容：中間監査準備作業

(12)日 時：２００５年 ６月１３日（月） １０：００～１１：００

会 場：事務局・会議室

出席者：公認会計士…梶井 晃、黒石とし子

内 容：中間監査事前調査

(13)日 時：２００５年 ７月１９日（火） １４：００～：１６：３０

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：小山 登（税理士）、黒石とし子

内 容：消費税に関する作業

(14)日 時：２００５年 ８月１０日（水） １４：００～：１６：００

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：小山 登（税理士）、黒石とし子

内 容：消費税に関する作業

(15)日 時：２００５年 ９月 ７日（水） １３：３０～：１７：００

会 場：ＳＩＡ事務局

出席者：梶井 晃（公認会計士）、小山 登（税理士）、黒石とし子

内 容：消費税に関する作業

広報委員会

１．スキー雑誌での告知展開

(1)月刊スキー誌のＳＩＡ告知版掲載内容

＜掲載スキー雑誌＞スキージャーナル、スキーグラフィック、スキーコンプ

＜内 容＞＊ＳＩＡフェスティバル案内 ＊ＩＳＩＡ国際会議 ＊デモンストレーター選考会結果

＊国際スキー技術検定・ＳＩＡメダル等ゴールドメダリスト等

(2)スキー専門誌へのタイアップ記事掲載

『skier』に2回、『月刊ｽｷｰｼﾞｬｰﾅﾙ』に3回『ﾌﾞﾙｰｶﾞｲﾄﾞｽｷｰ』に2回、『月刊ｽｷｰｸﾞﾗﾌｨｯｸ』に1回、記事広告を掲載。

『skier 親子版』には、「公認校一覧表」のページが掲載。

●『skier』（山と渓谷社）

(1) 親子版（10月30日発行）「SIAキッズスクール」 (2) No.4 （ 1月15日発行）「SIAメダル検定のすべて」

●『月刊スキージャーナル』（スキージャーナル社）

(1) 1月号（11月25日発行） 「国際スキー技術検定を知ろう」

(2) 2月号（12月25日発行） 「国際スキー技術検定～デモ合宿リポート～」

(3) 3月号（ 1月25日発行） 「国際スキー技術検定・スクールへの取材記事」

●『ブルーガイドスキー』（実業之日本社）

(1) 家族でスキー（10月25日発行）「SIAキッズスクール」 (2) 大人のスキー（12月 1日発行）「大人のスキー学校」

（別途毎号3～5ﾍﾟｰｼﾞSIAデモンストレーター技術解説記事掲載 ）

●『月刊スキーグラフィック』（ノースランド出版）

(1) 2月号（ 1月10日発行） 「SIAが考える欠点解消プログラム～デモ合宿リポート～」

（別途毎号1ﾍﾟｰｼﾞSIAデモンストレーター関連記事掲載 ）



(3)トルコスタディーツアー

日 時：２００４年１２月２６日（日）～２００５年 １月 ２日（日）

会 場：トルコ共和国／イスタンブール及びブルサ県ウルダースキー場

出席者：①ＳＩＡデモンストレーター：円浄 岳

②雑誌の編集者：見方 勉（実業之日本社）③カメラマン：赤木真二（実業之日本社）

※トルコ共和国大使館からの依頼でトルコのスキー場を取材する、スタディーツアーに参加。

※見返りとして、『ﾌﾞﾙｰｶﾞｲﾄﾞｽｷｰ』に記事掲載予定。

２．ＳＩＡニュースの発行

ＳＩＡから各会員へのインフォメーション、各支部の行事紹介、賛助会員からの新しい商品の紹介、協会各部からのニュースなど幅広

い情報交換を提供する年４回ＳＩＡニュースを発行した。

発 行：（社）日本職業スキー教師協会 発 行 人：杉山 進 編集人：黒川正博 企画・製作：㈲エス

編集スタッフ：石川憲輝、宮田隆史、中島英臣、川野徳廣、高橋信昭、和田かおる、深津壮大、大峡慎吾、里中英二

(1)Ｖｏｌ.１２７（２００４．１０．２５発行）

(2)Ｖｏｌ.１２８（２００５． １．２５発行）

(3)Ｖｏｌ.１２９（２００５． ５．１６発行）

(4)Ｖｏｌ.１３０（２００５． ７．２５発行）

広告協賛：株式会社岩手ホテルアンドリゾート

３．日本のスキー学校・ＳＩＡホームページ

(1)日本のスキー学校

２００４年１０月１０日発行、月刊スキーグラフィック１１月号の付録としてＳＩＡ公認の１４２校の紹介。

各公認スキー学校、教育委員会、観光協会、旅行業者、スポーツショップ等において日本のスキー学校を配布し、広報活動を行った。

監 修：（社）日本職業スキー教師協会 編 集：月刊スキーグラフィック編集部 写 真：上田 勉

発 行：㈱ノースランド出版 製 作：㈱山五企画

増刷部数： ７，０００部

送付先：ＳＩＡ公認スキー学校=2,145冊、ウィンターリゾート=800冊、全国スキー場=350冊、市・町教育委員会=1,020冊、

旅行業社=118冊、観光協会=114冊、ｾﾞﾋﾞｵｽﾎﾟｰﾂ=1,450冊、ICI石井スポーツ=450冊、その他=420冊 合計6,867冊

ホームページ(2)ＳＩＡオフィシャル

積極的な情報発信（情報量のアップ）を行った。

月別 アクセス件数

1 0月 1 1 月 1 2 月 1月 2 月 3月 4月 5 月 6月 7 月 8 月 9月

1 1 , 6 9 5 1 2 , 1 3 7 1 1 , 7 9 8 1 7 , 2 5 3 1 8 , 2 7 7 1 8 , 0 0 2 2 4 , 8 1 5 1 1 , 7 3 0 1 1 , 5 0 5 1 0 , 9 8 1 1 1 , 3 4 5 1 1 , 2 8 4当 月 ｶｳ ﾝ ﾄ

4 6 5 4 7 6 4 9 0 7 3 3 8 5 7 6 9 5 2 , 2 7 3 4 8 8 4 5 3 4 0 3 4 4 3 4 8 3最 高 ﾋ ｯ ﾄ数

3 7 7 4 0 5 3 8 1 5 5 7 6 5 3 5 8 1 8 2 7 3 7 8 3 8 4 3 5 4 3 6 6 3 7 6平 均 ﾋ ｯ ﾄ数

3 1 7 3 3 7 3 1 7 3 2 0 5 1 0 5 1 1 5 1 5 3 3 0 3 2 6 3 1 7 3 2 0 3 2 1最 低 ﾋ ｯ ﾄ数

５．ポスター

公示ポスター 製作部数：１，８００部 サイズ：Ｂ２

製作内容：校名入り…４７校、校名ナシ…７０校（一律５枚買取り）

製作会社：㈱山五企画

６．スキー雑誌に公示広告

ポスターデサインを使用し、ＳＩＡフェスティバル、デモンストレーター選考会等の公示広告をした。（掲載紙は下記の通り）

①スキーグラフィック11月号(10/9発売) ②ブルーガイドスキーVol.2(10/21発売)



７．「ウインターリゾート2005」

日 時：２００４年１１月 ５日（金）～７日（日） １０：００～１７：００

会 場：サンシャインシティ 文化会館５階

出席者：大峡慎吾、里中英二、栗原信子

内 容：①日本のスキー学校・公認スキー学校パンフレット配布 ②ＳＩＡビデオ２種の販売

入場者：１日…10,890人 ２日…21,344人 ３日…18,056人 合計50,290人(前年54,043人前年比93%)

８．クリーンキャンペーンの展開

スキー場でのクリーン化を協会として運動していくという、「クリーンキャンペーン 」運動を展開し、毎月１０日とSIA
２５日にエリア内の清掃を行った。

９．「スキーの日」（１月１２日）の設置

明治44年（1911年）1月12日、新潟県の高田で、オーストリアのレルヒ少佐が高田陸軍歩兵連隊の青年将校にスキー指導を行った日に

日本に初めて本格的にスキーが伝えられた日とされるこの日にちなみ、財団法人全日本スキー連盟（SAJ）、財団法人日本鋼索交通協

会、全国スキー安全対策協議会、社団法人日本スポーツ用品工業協会、日本スポーツ用品輸入協会と共に、イベントを展開した。

SIAでは公認校において、初心者を対象とした割引レッスン等を実施した。

(1)日 時：２００５年 １月１２日（水）

会 場：新潟県上越市・金谷山 １３：００～１３：４０

出席者：小滝頼介

内 容：「日本にスキー術を伝えたレルヒ少佐顕彰会」

(2)日 時：２００５年 １月１２日（水）

会 場：新潟県苗場スキー場・苗場プリンスホテル

出席者：杉山進、黒川正博

内 容：「スキーの明日を語る会」

【全国スキー安全対策協議会】

全国スキー安全対策協議会派遣役員（2004.10.1～2005. 9.30） 馬渕雄一（副会長）、黒川正博（監事）、大峡慎吾（調査委員）

１．下記の内容で会議が開催された

(1)第１６年度監査

日 時：２００５年 ９月１４日（水）１３：３０～１４：００

会 場：（財）日本鋼索交通協会 会議室

出席者：黒川正博

内 容：平成16年度会務報告並びに収支決算に関する監査

(2)第５９回理事会

日 時：２００５年 ９月１４日（水）１４：００～１４：３０

会 場：（財）日本鋼索交通協会 会議室

出席者：馬渕雄一、黒川正博、大峡慎吾

内 容：議案審議 ①役員改選に関する件 ②平成16年度会務報告並びに収支決算に関する件

③平成17年度事業計画（案）並びに収支予算（案）及び会費分担（案）に関する件 ④その他

(3)第１７年度会員総会

日 時：２００５年 ９月１４日（水）１４：４０～１５：３０

会 場：（財）日本鋼索交通協会 会議室

出席者：馬渕雄一、黒川正博、大峡慎吾

内 容：議案審議 ①役員改選に関する件 ②平成16年度会務報告並びに収支決算に関する件

③平成17年度事業計画（案）並びに収支予算（案）及び会費分担（案）に関する件 ④その他

：懇 親 会 １５：３０～１７：３０



【インタースキー委員会】

．会議の開催１

(1)日本インタースキー委員会開催

日 時：２００４年１２月１７日（金） １３：００～１４：３０

会 場：国立代々木競技場会議室

出席者：ＳＡＪ…丸山庄司、青木 巌、五十島博文、平川仁彦、福岡孝純、

ＳＩＡ…馬渕雄一、黒川正博、宮田隆史、中島英臣

欠席者：ＳＡＪ…小林俊勝、田 和夫 ＳＩＡ…石川憲輝

内 容：1)人事について…会長：五十島博文、副会長：馬渕雄一、監事：小林俊勝、黒川正博

※丸山会長退任に伴う追加メンバーは次回までに検討。

2)３部会の報告

①ISIA報告（馬渕雄一） ②IVSS報告（青木 巌） ③IVSI報告（福岡孝純）

3)会計報告（事務局）・監査報告（馬渕雄一）

4)第18回インタースキーについて（平川仁彦）

5)その他・国際スキー技術選手権大会について ・スキーの日の行事開催予定

【新潟県中越地震及び台風災害支援本部】

(1)調査経緯

○新潟県中越地震会員調査

10/25…被災地域会員１４３名のピックアップと電話等による状況把握。

11/ 2…総務第１３号全公認スキー学校へメール、ＦＡＸを以て被害調査を実施。

11/24…総務第１８号新潟在住会員９８名宛に文書（回答ハガキ同封)

○台風被害調査

11/15…総務第１５号全公認スキー学校へメール、ＦＡＸを以て被害調査を実施。

(2)被害状況

○新潟県中越地震：住居全壊…１件、半壊…１件、一部損壊…６件

○台風被害：自宅屋根の破損…１件、スクール建物一部破損…２件

：スキー場建物一部破損、看板の破損…１件、浸水…１件、稲作被害…６件

(3)義援金（4/13締め）は１１１，４４２円集まった。災害状況に合わせ送金した。

○新潟県中越地震：規程に則り見舞金として総額６万円を送付。

○台風被害 ：規程に則り見舞金として総額３万円を送付。


